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	【別紙】
	１　当事者等の概要
	⑴　申立人組合は、中小企業に働く労働者などを中心とするいわゆる合同労組であり、本件申立時の組合員数は約900名である。
	⑵　被申立人Ｙ１は、リース事業・貸金事業などの金融事業を行う株式会社であり、本件申立時の従業員数は約100名である。Ｙ４社長が代表取締役を務め、Ｙ３が部長職の地位にあり（以下「Ｙ３部長」という。）、同社長を補佐する立場にある。
	⑶　被申立人Ｙ２（以下、Ｙ１と併せて「会社ら」という。）は、Ｙ１の完全子会社であり、Ｙ１のグループ企業の債権回収を業とする株式会社である。本件申立時の従業員数は約50名であり、Ｙ３部長が取締役を務めているが、Ｙ４社長はＹ２の身分を有していない。
	⑷　申立外Ｚ１（以下「Ｚ１」という。）は、Ｙ１の完全子会社である。
	４　判断の要旨
	⑵　31年１月22日のＹ４社長のＸ２に対する発言が、組合の運営に対する支配介入に当たるか否か


